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 イソブチルシアノアクリレートの重合体からなるナノ粒子（iBCA-NP）は水溶液中で大きな負の電

荷を有している。また、クラミドモナスの細胞も水や培養液中でマイナスに帯電している。iBCA-NP

をクラミドモナスの培養液に加えると、迅速に細胞死が誘導されることが報告されている。細胞死誘

導は、ナノ粒子の細胞への衝突がきっかけとなって起こると考えられている。ナノ粒子や細胞の Zeta 

Potentialにより変化する可能性がある。また、衝突後ナノ粒子が細胞の表面に安定的に付着するか

否かにおいても Zeta Potentialは影響を与えると考えられる。 

 本研究では、クラミドモナスの細胞の生理的な状態に悪影響のない範囲内で、NaClを添加するこ

とにより、ナノ粒子の Zeta Potentialを変化させて Zeta Potentialと細胞死率との相関関係を検証し

た。細胞死率は、トリパンブルー染色およびコロニー形成法で測定した。 


